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生の王国」 「飢餓と貧困」 「たえまない紛争」 「児童労働」と、低開発や貧困 イメージをモザイクのように寄せ集めた語りが多かった。　
一方、近年では、そのネガティ
ブイメージを転換させようという意図からか、 「資本主義最後のフロンティア」 「人口が増大する若い大陸」 「投資先として魅力ある市場」などと、経済成長の観点からの期待が寄せられる時代となった。　
ネガティブからボジティブへ。
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脚し、政治犯として収監された（2010 年 2 月、コ
ートジボワール、アビジャンにて筆者撮影）
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ジャンでそれぞれが組閣するという異常事態に突入した。ドゴ氏はバボ陣営を支持し、同年に障害者担当国務大臣としてバボ内閣に入閣した。そして、二〇一一年のバボ氏拘束、ワタラ陣営の勝利とともにその地位を失い、政治犯として収監された。　
このことは、選挙という成立根



























害女性は、かつて肢体障害をもつ研修生を受け入れたことがあると語っていた。ま 、障害をもたない研修生は研修料を納入する必要があるが、障 をもつ本人や、障害をもつ親の子ども ち 無償で研修生として受け入れている。　
つまり、障害をもつ本人やその








すべて非障害女性たちであった（2013 年 8 月、セネガル、ピキン
にて筆者撮影）
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とながら、貧困のみならず 教育、ジェンダー、保健衛生、食料、都市、エネルギー 難民、そのほかおよそ開発に関わるすべて 領域に、障害をもつ人たちは必ず存在している。だれよりも本人たちが自分たちのことを知ってほしいそしてそのニーズへの理解に根ざした適切な開発をと望んでいる。　
だれかを置き去りにし続ける開
発ではなく、アフリカ社会の多様性にきめ細やかに寄り添いうる包摂的な開発を目指して。アフリカ地域研究が提言できる視点は、っそう重要となるに違いない［付記］本稿は、アジア経済研究所プロジェクト「障害者の貧困削減――開発途上国の障害者の生計――」 （二〇〇七～〇九年、森壮







 亀井伸孝「セネガルにおける障害者の政策と生活――『アフリカ障害者の一〇年』地域事務局と教育、運動、労働――」 （森壮也編『アフリカの「障害と開発」 ――ＳＤＧｓに向けて ―』日本貿易振興機構アジア経済研究所、二〇一六年）一九五―二三五ページ。
 
③







（2013 年 8 月、セネガル、チャロイにて筆者撮影）
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